
哀悼の誠を捧げる！ 
◆千葉県護国神社秋季例大祭奉仕活動 

千葉県護国神社には、千葉県出身の護国の英霊５万５千余

柱が祀られており、毎年４月と１０月に例祭が行われます。 

秋野例祭前の１０月８日（日）、山口会員、金井会員、和田

会員の３名が清掃奉仕に参加いただきました。 

金井会員は、「英霊とご遺族に喜んで頂ければ幸いです。」

と語るとともに、清掃が終わった後、数種の碑に礼拝して

きたと次の５つの碑を紹介してくれました。「愛馬碑」など

もあるのには気がつきませんでした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆市川市戦没者追悼式 

１０月１８日（水）、上甲会員、金井会員、永井の３名が参

加してきました。市川市の戦没者は２千有余名とのことで

す。２９年度の活動計画にて「生花」を捧げるとしました

が、本追悼式担当の生活支援課に申込みしたところ、「スペ

ースがない」、「市と何らかの関係のある団体に限定してい

る」との理由で断られました。 

支部会員も「生花に関しては納得できません。戦没者は自衛

隊隊員がなる可能性が一番高いわけですから。遺族会も自衛

隊殉職者遺族会との関係を検討する必要があると思います。

イデオロギー的に反対する人もいるのでしょう。」と語ってい

ますが、隊友会は献花費用を負担してくれますので、特別会

員を通じてお願いしようと思います。 

 

◆自衛隊殉職隊員千葉県追悼式 
１０月２１日（土）、下志津駐屯地体育館において平２９年

度自衛隊殉職隊員千葉県追悼式が行われ、竹原副支部長が参

加し、本年度、新たに３柱を加えた県殉職隊員５２柱の御霊

を慰霊しました。 

今年度は、台風２１号 

の影響を受けた悪天候の 

ため、例年、県隊友会で 

整備支援を行っている 

「鎮の庭」ではなく、 

駐屯地体育館で斎行され 

た。続く追悼会食では、 

殉職隊員を偲びつつ、 

ご遺族と懇談しました。 

 

駐屯地・基地記念日に参加！ 
◆陸自松戸駐屯地記念日 
９月３０日（土）、永井支部長が参加しました。隊区８市の

旗がひらめく中、高等工科学校の生徒によるファンシードリ

ルが見事でした。また松戸市立第４中学校吹奏楽部が素晴ら

しい演奏を披露してくれましたが、中学校の記念日参加は初

めて見る光景であり、世の中の変化を感じたのは、私だけは

なかったと思います。 

 

 
 

◆海自下総航空基地開設５８周年記念 
１０月７日（土）、下総航空基地開設５８周年記念行事に行

ってきました。天候不良のため、記念式典は格納庫内で実

施され、また祝賀飛行や体験搭乗は中止となり、少々物足

りない印象を受けました。 

招待の来賓も折から選挙を控えてか多数の方が代理出席の

なか、宇都隆史議 

員が今回も本人が 

出席、現下のわが 

国を取り巻く情勢 

から国防政策の重 

要性を強調した挨 

拶をされ一人気を 

吐いていました。 

（太田会員） 



予備自衛官召集訓練者に講話を実施 
山口会員は１１月１４日（火）、陸上自衛隊松戸駐屯地で予備

自衛官召集訓練者に対し、約１時間の講話を実施しました。

今回参加された予備自衛官は女性３名を含め５５名、若手は

２８歳から最高齢は６２歳までと幅広く、多彩な顔触れでし

た。予備自衛官の皆さんは自衛隊が大好きで、召集訓練を毎

回楽しみにしているとのことでした。また、今回参加された

女性３名は大変元気な方で、体力測定で活躍、良い記録が出

ていたそうです。 

講話の内容は日本を取り巻く最近の情勢について、時事ネタ

と共に写真を多用して分かり易く解説されたので評判が良く、

講話終了後には多数の質問がありました。 

 
 

三ヶ根山殉国七士の慰霊 
１０月２３日（月）に三重県の郷友連盟？主催の「三ヶ根山

殉国七士の碑」慰霊行事に参加してきました。 

ご存知かもしれませんが同碑は東京裁判で犠牲になった七人

の遺骨の一部を密かに持

ち出し当初伊豆のお寺に、 

以後愛知県吉良町の町民

の協力のもと遺骨を納め

た碑を建立したものです。

以前から慰霊をしたいと

思っていましたが、念願が

かないました。 

参加者は 15 名で自衛官出

身者は１０名、民間の方５名でした。 

三重県のほうの隊友とも知り合いが増えてきました。輪を広

げたいと思います。           （弘田会員） 

※弘田会員はご実家の管理のため、定期的に三重県に行かれ

ていることから、当地の活度にも参加されています。 

 

金井会員も１０月２９日から１１月８日まで南西諸島〜沖縄、

奄美大島、鹿児島、三ヶ根観音（三重）、興亜観音（熱海）と

巡っています。同地でのコメントを紹介します。 

三ヶ根観音を参拝しました。６０余の部隊毎の慰霊碑があり

それぞれ参拝させて頂きました。 

殉国七士廟は観音様と大部分の慰霊碑と少し離れて１６の慰

霊碑があるところに位置します。七士は戦犯（と言う語は正

式ではない）として絞首刑（法務死）なった方の骨を伊豆の

興亜観音から分骨して祀ってあります。 

特に女性のお町さんは満州引き揚げの時、ロシア兵から身を

呈して日本人を護り、本人は銃殺になりました。 

こういった歴史を継承したいものです。（金井会員） 

★南西諸島見聞録は名惜塾で紹介されると思いますので 

１２月２４日の勉強会に参加下さい。（編集子より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族会と合同イベントを楽しむ！ 
◆築地市場見学 
 １０月２１日（土）、隊友会２名（太田会員、永井会員）、

家族会５名が参加し、築地市場を巡りました。あいにくの雨 

模様でしたが、場内市場の活気と場外市場での歩き食い、 

買い物を楽しみました。昼食は、山口家族会会長の紹介によ

る「すしざんまい」奥の院店で美味いお寿司をただきました。 

 

 
日本海軍発祥の地       ランチのお寿司 

 

◆万葉散歩 
１１月１９日（日）、県本部の河西理事役のご参加を得て、

支部会員３名（竹原会員、金井会員、永井会員）と家族会 

７名が参加し、万葉散歩を楽しみました。 

 市川駅に集合し、I－link タウンいちかわ ザ・タワーズ 

ウエストの４５階展望施設（地１６０ｍ）から３６０度の大

パノラマを楽しんだ後、万葉の道（大門通り）～真間の継橋

～手児奈霊神堂～亀井院～真間山弘法寺～下総総社跡～総寧

寺～国府台天満宮～里見公園～市川関所跡を散策、無事市川

駅に到着し、万葉散歩を終えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 タワーからの展望       真間山弘法寺時 

        叙勲おめでとうございます！ 

市川支部の白戸直之会員（海）は、 

２９年秋、瑞宝小綬章を受賞され 

ました。 

（最終勤務：契約本部大阪支部） 

 

お町さんの本名は道官咲子といい、出身は福井県坂井郡芦原町で

す。昭和 31 年 4月 8日、郷里に近い加賀市吉崎に、高さ 2メート

ル半の「道官咲子碑」が建立されました。当時、地元紙では「安

東の母」、「日本人女性を救った殉教の烈女」などと称えています。 

また、愛知県三ヶ根山には東京裁判で処刑された７名の「殉国七

士廟」があり、その周囲に群立する慰霊碑の中に「お町碑」も建

っています。 



隊員募集に協力を！ 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆入校時期：平成３０年４月上旬 

 
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市川募集事務所において、自衛官候補生及び高等工学校生徒の募集が苦戦しています。 

募集関連情報を自衛隊千葉地方協力本部市川募集事務所に提供して下さいますようお願い申し上げます。 

「父母ヲ 見タクテ タマリマセン」。当初から、妙な日本語だと思っていました。普通は「会いたくて」と表現するとこ

ろです。しかも、当時の日本軍人に、このような文を書くことなど 

許されてはいません。そうした状況を含めて、すべての謎が映像を 

見るように解けたのです。記録から、暁部隊の陣地であったことが 

わかっています。彼はこの洞窟を拠点に立てこもった暁部隊の最後 

の兵士でした。咎める上官はすでになく、おそらくは出撃のために 

この洞窟を飛び出す間際に残したのでしょう。文字は、5千年間は 

残るといわれる木炭によって書かれていました。「会う」は、「会っ 

て語らう」、「会って抱擁する」などといったように、ある一定の時 

間の幅があります。しかし彼の置かれた状況には、その「時間」は 

なかった。「見る」という「瞬間」しか残されていなかったのです。 

※平和を見つめる写真展実行委員会 田中正史氏より 

（７月３０日、文化会館における講演にて拝聴） 



「ありがとう自衛隊」ポスター 
新しい日本の憲法をつくる国民の会」は、憲法に自衛隊を明

記しようという運動です。作成の「ありがとう自衛隊」のポ

スターとチラシを入手しました。 

今回の選挙結果を受けて、憲法９条の改正機運が高まること

を期待して、ポスターを掲示し、またチラシを民間の方に配

布していただけば、少しでも機運が高まるかと思います。 

 チラシを配布しますので、一人１枚を民間の方に配布して

ください。また、ポスターを掲示していただける方は、お届

けしますので、支部長の永井までご連絡下さい。 

 隊友会は、政策提言で「憲法９条改正（憲法に自衛隊を明

確に位置付けること）」を要望しており、そういう主張を内外

にすることは、問題ありません。今を逃しては、永久に自衛

隊は、殆どの憲法学者と一部野党か 

ら「違憲」もしくは「違憲の疑いあ 

り」と言われ続けられます。教科書 

にも、そのように記述されています。 

個人的には、「国防軍」と明示すべき 

と考えていますが、最低限、憲法違 

反という主張ができなくなることを 

願っています。 

ポスターサイズは２種類です。 

ご協力いただける方は枚数とサイズ 

（Ａ２サイズ（大）又はＡ３サイズ 

（小）を指定の上ご連絡下さい。 

 

拉致被害者救出署名の依頼 
 トランプ大統領の訪日以降、拉致問題がクローズアップさ

れており、県本部からも以下のとおり署名依頼がありました。 

 千葉県で拉致被害者に認定されている。 

古川了子さん、加藤テル子さんほかの救 

出のための内閣総理大臣あて署名活動

で、古川さんの千葉商卒業同期生が主催

しています。 

メールにて署名用紙を送付しています 

が、メール網未加入の方は用紙をお送り

しますので、ご連絡ください。 

署名は、〒264-0002 千葉市若葉区千城 

台東２－２０－６に送って下さい。 

時期の定めはありません。継続的に行 

っていますのでよろしくお願いします。 

 

「古川了子（のりこ）さんを救う会」とは？ 

 1973 年秋、私達の元に一通の葉書が届きました。それは、

了子さんのご両親からでした。「了子が居なくなってしまいま

した。家族は、家を出る理由に全く心当たりが有りません。

どこかで了子に会った、あるいは居所を知っているという方、

どんな事でも何か知っている事が有りましたら知らせて下さ

い。」・・・この様な内容であったと思います。 

2002 年 9 月 17 日小泉首相の訪朝で、拉致問題が急展開し、連

日マスコミでその事が報道されている最中、拉致疑惑のある

行方不明者（被害者を救う全国協議会にて認識される。）とし

て古川了子さんの名前が公表されました。 

30 年間の空白が、全く予期せぬ形で一気に埋められてしまっ

た様でした。様々な思いが去来する中、私達に何か出来るこ

とはないだろうか・・・。その思いの結果、2003 年 

1 月 25 日に 20 名が集まりました。 

（古川了子さんを救う会～千葉商昭和４８年卒業同期生～の

ページより抜粋） 

 

 

千葉県への災害対処協力について 
支部からの協力者は以下のとおりです。 

引き続き募集中ですので、可能な方は連絡ください 

 
 

 
◆南京攻略８０周年記念大講演会 

主 催：南京戦の真実を追求する会（会長 阿羅健一） 

 日 時：１２月１３日（水）１８４５～２１００ 

場 所：文京シビック小ホール 

参加費：１，０００円、自由に行って聴講して下さい。 

◆名惜会勉強会 

 日 時：１０月２４日（火）１８３０～２０００ 

場 所：江東区産業会館（東西線東陽町駅隣接）  

テーマ：沖縄の危機 

会 費：会場費１０００円（会場にて集金） 

懇親会：勉強会終了後、希望を募ります。 

◆千葉県隊友会部隊研修 

 海上自衛隊横須賀基地 

研修（「いずも」研修） 

を行います。 

日時：１月１５日（月） 

時間は今後調整 

参加可能者数：約７０名 

（支部割り当ては数名  

の予定） 

細部は、後日メールにてご案内します。 

◆東京都隊友会防衛講演会＆新春交歓会 

平成３０年１月２２日（月）１６時からグランドヒル市ヶ  

谷において実施されます。 

 ・講演会：１６００～１７００、講師、村川海幕長 

 ・新春交歓会：１７２０～１９００ 会費６千円  

 ・講演会のみの参加も歓迎 

 参加希望される方は、メールにてご案内しましたように、

個人毎にハガキまたはＦＡＸで申込ください。 

 メール未加入の方は、支部長までご連絡下さい。 

◆その他、講演会等の案内が参りましたら、メール網にて 

随時、ご連絡いたします。 

 

 


